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まちづくり交付金　事後評価シート

秋田駅周辺地区

平成２１年１２月

秋田県秋田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 73.9ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

１／２

今後も住民参加の場を積極的に設け、まちづくりに対する市民意識の高揚と市民による主体
的なまちづくり活動を支援していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

・市民ボランティアによる秋田拠点センター・アルヴェの運営サ
ポート
・市民パフォーマーとの連携

都市再生整備計画に記載し、実施できた
まちづくり活動の体制づくりを進めるとともに、活動が継続して行われるよう啓発・研修活動な
どを支援していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

モニタリング

事業計画や実施状況については、公共事業再評価審査会や区
画整理審議会、地域の連絡協議会の会合等で協議したほか、
産学官共同による設計やフォーラムでの意見交換の内容は、そ
の都度計画改善に反映させていたため、モニタリングは実施し
なかった。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

秋田商工会議所が3年毎に実施している通行量調査等を活用し、事業効果の発現状況や目
標値の妥当性などを確認する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況

住民参加
プロセス

・秋田駅周辺連携協議会の立ち上げ、イベント等の開催
・市民参加のまちづくりフォーラムの開催
・まちづくりの担い手育成講座の開設

都市再生整備計画に記載し、実施できた

官民連携のもと、各種イベント等を開催し、駅周辺施設の利用
拡大と賑わい向上に取り組むとともに、まちづくりの担い手育
成講座を開設し、まちづくり活動体制の仕組みづくりを進めた。

-

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

その他の
数値指標1

秋田拠点センター・アル
ヴェの入館者数

万人/年 238 H17 336

数　　値 目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

67 H21 87
秋田杉を活用したまちづく
りへの取組みに対する満
足度

％ 45 H18

アルヴェの入館者数が年々増加しており、また、ぽぽろーどの
イベント・事業開催数が増加していることから、秋田駅東西間
の賑わいが向上している。

-

指標４ 土地利用の利便性の向上 ㎡ 5,500 H18 0 平成23年３月

平成23年３月

指標３ 秋田駅東口の通行量 人 11,464 H17 17,000 14,676 △

100,720 ○
秋田駅東第三地区の進捗が順調に進められ、事業進捗に伴
い地区内の安全性・防災性は着実に向上している。

55,000 H16 84,000 H21

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

指標1
駅東西間移動環境の満足
度

％ 32 H16 50 H20

地域創造支援事業：駅東口の賑わいに関わる目標及び指標、秋田杉の活用に関わる
目標及び指標を追加。
事業活用調査：影響なし
まちづくり活動推進事業：低未利用地の活用促進に関わる目標及び、雪生活の向上
に関する指標を追加。

交付期間
の変更

平成17年度～平成21年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-
-

新たに追加し
た事業

高質空間形成施設（駅前広場連絡通路整備事業）
土地区画整理事業（秋田駅西北地区）

高質空間形成施設：魅力的な駅東口の実現のため
土地区画整理事業：土地区画整理事業の推進のため

交付対象事業費

高質空間形成施設（秋田駅東西歩道橋西側昇降口整備事業）、土地区画整理事業（秋田駅東第三地区）

まちづくり活動推進事業（まちづくり市民活動育成・支援事業）

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

H14

秋田県 市町村名 秋田市 地区名

平成17年度～平成21年度 事後評価実施時期 平成21年度

その他の
数値指標３

集合住宅の建築数 戸 0
土地区画整理事業が整備されたブロックは、利便性や周辺環
境が向上したことから、いち早く民間マンションの建設が進めら
れ、地区内人口の増加につながった。

秋田駅周辺地区

2,795百万円 国費率

- -

- -

高質空間形成施設：駅東口の賑わいに関わる目標及び指標を追加
土地区画整理事業：土地利用の利便性向上に関わる指標を追加

地域創造支援事業：駅周辺の賑わいづくり及び個性あるまちづくり
の推進のため
事業活用調査：事業効果の分析を行うため
まちづくり活動推進事業：県都の玄関口にふさわしい市街地環境を
整備誘導するため。また除雪機械を町内会に貸し出し、雪生活の
困難解消と住民の共同作業支援を行うため。

-

その他の
数値指標２

秋田駅東西連絡自由通路
（ぽぽろーど）のイベント・
事業開催数

件/年 220 H18

129

365

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

なし

なし

地域創造支援事業（市民交流促進事業、秋田杉街並みづくり推進事業）
事業活用調査（事業効果分析調査）
まちづくり活動推進事業（秋田駅周辺地区低未利用地開発検討事業、雪生活支
援事業）

秋田拠点センター・アルヴェでのイベント開催やぽぽろーど,駅
西側の商業施設との連携による、駅東西間の周遊を促すイベ
ントの企画・開催が増加した。

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

74 ○
自転車利用に対応した施設が整備され、自転車利用者の利便
性が大きく向上しており、利用者からも高い評価を得ることが
できた。

-

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

-

指標２ 安全性、防災性の向上 ㎡

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値

○
JR秋田駅西口駅前広場バス停における、秋田杉を活用した修
景整備を行い、利用者からも評価を得た。

H21

H21

・土地区画整理事業地区内では、事業による住環境の整備が進むとともに、高層マンションが完成するなど土地の高度利用が進んでいる。
・秋田駅西口駅前広場バス乗り場における秋田杉の活用等、民・産・学・官の連携により事業実施したことで話題性を持たせることができ、市民や来街者から高評価を得ることができた。

2,815 △
秋田駅西北地区の土地区画整理事業の進捗が遅れ、目標値
の達成には至らなかったものの、事業進捗に伴い地区内の土
地利用の利便性は着実の向上している。

-

目標値

指標５ 雪生活の向上 ％ 0 H18 50 H21

指標６

76 ○
地域住民に除雪機を貸し出したことで、迅速かつ細やかな除
雪が可能となった。

-



様式２－２　地区の概要

単位：％ 32 H16 50 H20 74 H20

単位：㎡ 55,000 H16 84,000 H21 100,720 H21

単位：人 11,464 H17 17,000 H21 14,676 H21

単位：㎡ 5,500 H18 0 H21 2,815 H21

単位：％ 0 H18 50 H21 76 H21

単位：％ 45 H18 67 H21 87 H21

２／２

まちの課題の変化

・地域の特色を活かした個性あるまちづくりの促進については、秋田の玄関口である秋田駅西口駅前広場バス乗場において、バスシェルターやベンチに秋田杉を活用した統一的な修景整備を行った。
・自転車利用者のための駅東西間連絡施設（Weロード）整備については、Weロードを自転車通行に対応した構造に改修したことで、駅東西間を往来する自転車利用者の利便性が向上した。
・道路等の都市基盤整備と宅地の整理による健全な市街地形成については、土地区画整理事業の進捗に伴って行き止まりや狭隘道路が解消するとともに宅地の再配置が進み、市街地の安全性、防災性が向上しており、引き続き、
効率的な事業推進に努めるとともに、地区住民との対話を一層密にし、地区内の生活環境の改善に向けて努力していく必要がある。
・秋田拠点センター・アルヴェを核とした駅周辺の賑わい創出につながる新たな事業展開については、秋田駅周辺連携協議会を立ち上げてイベント等を開催し、駅周辺施設の利用拡大と賑わい向上に取り組んだほか、まちづくりの担
い手育成講座を開設し、まちづくり活動体制の仕組みづくりを進めた。引き続きアルヴェだけに止まらず、ぽぽろーどや駅西側商業施設と連携したイベントの実施等、駅東西間の一体的な賑わい創出を図る。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

当該地区においては、以下の取り組みを継続していくほか、引き続き土地区画整理事業等の整備促進を図るため、第二期都市再生整備計画を実施していく。
・秋田杉や本市固有の地域資源を活用したまちづくりの拡大については、引き続き、業界や市民団体、大学との連携を進めていく。
・Weロードの自転車利用者の増大に向けて、自転車マップの作成や案内板の整備を検討していく。
・健全な市街地形成については、明田外旭川線の完成、本路線以西の早期完成と未改善の生活道路の整備を行い、さらに防災環境を向上させ、緊急車両の円滑な通行が可能な環境を整えるため、秋田駅東第三地区および秋田駅
西北地区土地区画整理事業を推進していく。
・駅周辺での開催イベントの定着に向けて、イベント開催に対する支援体制の強化を継続していく。

大目標：駅東西間の一体的な整備と健全な市街地形成による、魅力的で活力あるまちづくり
目標１　既存秋田駅東西歩道橋（Weロード）の改修による、歩行者、自転車利用者の利便性向上により、駅東西間の交流
促進を図る。
目標２　土地区画整理事業の推進により、健全な市街地の形成、駅東地区の発展、市民の生活環境の向上を図る。
目標３　秋田拠点センターアルヴェを核として、駅周辺の賑わいの創出を促進する。
目標４　秋田駅周辺地区における低未利用地の有効活用を促進し、県都の玄関口にふさわしい市街地環境を整備誘導す
る。
目標５　秋田杉をまちづくりにおける地域共通のキーワードとして、秋田杉を活用した修景整備やストリートファニチャの設
置により、地域の特色を活かした個性あるまちづくりを推進する。

駅東西間移動環境の満足度

安全性、防災性の向上

秋田駅東口の通行量

雪生活の向上

秋田杉を活用したまちづくりへの取組
みに対する満足度

土地利用の利便性の向上

秋田駅周辺地区（秋田県秋田市）　まちづくり交付金の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

■ 自転車も利用可能になった秋田駅東西歩道橋

■ 駅前広場連絡通路整備事業

■ 秋田杉街並みづくり推進事業（駅西口バス乗場）

■基幹事業（区画整理事業）
秋田駅東第三地区土地区画整理事業

西　　　口
駅前広場

ＪＲ秋田

■基幹事業（区画整理事業）
秋田駅西北地区土地区画整理事業

区域設定理由

　県都秋田市の玄関口にふさ
わしい都市環境の整備等を目
的として、平成５年度から整備
を行ってきており、引き続き整
備を行う区域

■基幹事業（高質空間形成施設）
駅前広場連絡通路整備事業

高質空間形成施設（歩行者支援施設）

基幹事業 土地区画整理事業

高質空間形成施設（緑化施設等）

提案事業 地域創造支援事業（秋田杉街並みづくり）

土地区画整理事業施行地区

関連事業 街路事業

まちづくり総合支援事業整備施設

都市再生整備計画区域

凡　　例

□基幹事業（高質空間形成施設）

秋田駅東西歩道橋西側昇降口等整備事業

○関連事業
（まち総：Ｈ14）
秋田駅東西歩道橋東側昇降口

□関連事業
（まち総：Ｈ16（バスシェル
ター及びサイン））
秋田駅東口駅前広場

□関連事業
（まち総：Ｈ12～Ｈ16）
秋田拠点センターＡＬ☆ＶＥ
秋田駅東人工地盤

□関連事業
（まち総：Ｈ15）
秋田駅東自転車等駐車場

□提案事業（まちづくり活動推進事業）
　・まちづくり市民活動育成・支援事業
　・秋田駅周辺地区低未利用地開発検討事業
　・雪生活支援事業

□提案事業（地域創造支援事業）
　・市民交流促進事業

□提案事業（地域創造支援事業）
秋田杉街並みづくり推進事業

□提案事業（事業活用調査）
　・事業効果分析調査事業

○関連事業（都市拠点：H9）
秋田駅東西連絡自由通路

○関連事業（都市拠点：H11）
秋田駅西口広場人工地盤

○関連事業（区画整理事業）
秋田駅東拠点地区土地区画
整理事業

○関連事業（街路事業）
明田外旭川線

○関連事業（街路事業）
千秋久保田町線
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